
　 次の文章は， 家畜の体内における脂質代謝の中間産物であるケト ン体に関す

る記述である。 文章中のＡ ～Ｄに入るものを正し く 組み合わせているのはど れか。

ケト ン体と は， アセト 酢酸，b- ヒ ド ロ キシ酪酸， ア セト ン の総称である 。 ケト ン体は，
脂肪酸の分解によ っ て生じ た 　 Ａ 　 から ， 　 Ｂ　 で作ら れ， 血液中に放出さ れる。 ア

セト 酢酸と b- ヒ ド ロ キシ酪酸は， 脳など で再び 　 Ａ 　 と なり ， 　 Ｃ 　 に入っ てエ ネル
ギー源と なる。 ケ ト ン 体は， 体内の 　 Ｄ 　 の利用が円滑に進行し ていないと き に産生

量が増す。

Ａ Ｂ　 　 　 　 Ｃ Ｄ

１ ． アセチル CoA　 　 肝臓　 　 解糖系 ア ミ ノ 酸

２ ． アセチル CoA　 　 肝臓　 　 TCA回路 ブド ウ糖

３ ． アセチル CoA　 　 筋肉　 　 TCA回路 ア ミ ノ 酸

４ ． マ ロ ニ ル CoA　 　 肝臓　 　 TCA回路 ブド ウ糖

５ ． マ ロ ニ ル CoA　 　 筋肉　 　 解糖系 ア ミ ノ 酸

専門試験（衛生Ｄ）

【例題１】

【正答　２】



乳牛の搾乳作業に関する次の記述のう ち， 正しいのはどれか。

１ ． 毎回の搾乳で最初に搾り 出さ れる乳は， 乳脂肪分を多く 含み， 良質なバタ ーの原

材料に適しており ， こ の乳を特別に取り 分けるため， 前搾り と し て手搾り を３ ～

４ 回行う 。

２ ． 生乳を衛生的に生産するため， 搾乳前には， 殺菌し たタ オルで乳頭部分の汚れを

拭き取り ， プレディ ッ ピ ン グを行っ た後， 清潔なペーパータ オルで水分を拭き取

るなどの乳頭清拭を行う 。

３ ． 乳頭清拭は乳の流出を促す乳頭への刺激と なるが， 接触刺激の効果が現れるまで

時間を要するため， ティ ート カ ッ プの装着は乳頭清拭の後， 十分に時間を置いて

から 行う 。

４ ． テ ィ ート カ ッ プの取り 外し による急激な圧力の変化は搾乳後の乳頭の生理反応に

悪影響を及ぼすため， 搾乳終了から十分に時間を置いてから ティ ート カ ッ プを取

り 外す。

５ ． ポスト ディ ッ ピ ングは， 搾乳者の手から 乳頭表面に付着した細菌の増殖を防ぎ，

有害な細菌が搾乳者の間で拡大しないために行う ものであり ， 搾乳後速やかに行

う 。

【例題２】

【正答　２】


